


(はじめに)生活習慣が幼児の健康に及ぼす影響のうちでもとりわけ幼児肥満は、近代産業

の発達した諸外国における小児期からの総合的な健康づくりの標的になってきている。学

童期の肥満は高率に成人の肥満へと移行するとされ、幼児期からの肥満予防は世の東西を

問わず重要な問題である。近代化都市化の歴史の浅い中国北京市において生活習慣の変化

がどのようにして幼児肥満を形成するかを検討した。 


